
世界選手権前週となり各国のクルーが集まり賑わい始めたボスバーン。

シニア世界選手権日本代表チームは、フランス・エギュベレットでの最終調整を終え、8月19日（水）
の夕方にオランダ・アムステルダムに到着しました。

8月20日（木）は、会場となるボスバーンで昼食をとり、その後エギュベレットから運ばれてきた艇を
降ろしトレーニングを開始しましたが、荒天のため途中で中断しエルゴメーターでの調整となりました。

8月21日（金）は、宿泊地からほど近いアムステルダム市内の名門クラブであるWillemⅢの施設に
伺い、世界選手権の期間中に陸上トレーニングを行える場所としての使用についてご快諾いただき

ました。午後は、前日に途中で中断した水上のトレーニングとなり、選手たちはボスバーンの水面を

楽しみながら調整を進めておりました。

公式トレーニング中は水

上の混雑緩和を目的とし、

大艇と小艇のトレーニング

時間が分けられておりま

す。



WillemⅢは、オリンピックメダリストを多数輩出しており、パリ五輪M1x銅メダルのSIMON Van Dorp選手もその
内の一人です。また、タレント育成やパラスポーツのトレーニング施設としても指定されている名門クラブです。

名門クラブWillemⅢの施設をお借りして調整をする選手。



大会開幕まで残すところあと2日となりました。引き続き余念なく調整をしてい
きますので、応援よろしくお願い申し上げます。

W2-クルー
（写真左から）髙野選手（関

西電力）、米川選手（トヨタ

自動車）

M1x 櫻間選手（NTT東日本）


